豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２７年７月号

雨が少ないような？もう少し降ってくれないと。
今月も連携便りをお届けいたします。　
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　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２７年７月１４日（火）　午後６時５０分から

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール
●外科の小山俊太郎先生がお話をされます（20分間）。是非参加をご検討ください。
豊栄病院外科の小山俊太郎です。前任地の病院では肝臓・胆道・膵臓の手術を主に扱っていました。これらの領域には高難度手術と呼ばれるものも多く、ほんの20年前には大学など一部の基幹病院のみで行われるような手術でした。現在では技術の定型化・道具や管理技術の進歩・人材の育成などによって、多くの市中病院で日常的に扱われるようになっています。当院ではそれほど多くは行われてはいない手術ですが、手術数の増加・手術成績（癌治療成績を含む）の向上は、当然survivorの増加につながり、当地区においても日常臨床で遭遇する機会が増えていると思われます。今回は胆膵手術後の長期的な問題点についてお話ししたいと思います。あまり学術的な話はできないのですが、実際に術後長期に患者さんと関わるようになる以前にはなかなか知ることのなかった話などをさせていただきます。先生方の日常の診療のお役に立てれば幸いです。
●７月６日より新しい地域医療研修の先生が来ます。木村浄土（きよと）先生です。よろしくお願いいたします。
皆様初めまして。新潟大学医歯学総合病院研修医2年目の木村浄土です。7月6日より3か月間、豊栄病院でお世話になります。私は横浜市立大学商学部を卒業し社会人経験の後、30代で帝京大学医学部に入りました。生まれは大阪市で大学は都内であったため、新潟県に来てからまだ、1年と少ししか経っていません。しかし、今後も新潟県内で医師として携わっていく所存です。新潟県に知り合いは多くないため、すべての出会いを大切にしていきたいと考えております。これまで新潟大学医歯学総合病院で6か月、上越総合病院で9か月の臨床研修を行ってきました。研修2年目に入りましたが、まだまだ経験も知識も不足しております。皆様には今後もご迷惑をおかけするかと存じますが、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 
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●菊地先生が学会報告してきました。
5月28日～31日に開催されたヨーロッパ腎透析移植学会参加のため、ロンドンを訪れました。新規リン吸着薬の効果を、リン吸収量の推定という新しい指標を用いて評価した知見をポスター発表しました。新潟はかなりの暑さだったと聞きましたが、ロンドンは最高気温20℃程度で少し肌寒いくらいでした。緑が多く、都市と調和していて美しい街でした。物価がとても高く、ロンドン塔近くで買ったフィッシュ＆チップスが￡7(約1300円)もしてびっくりしました。今回はいつもの信楽園病院の他、臨港病院、甲田クリニックとの多施設共同で研究を行いました。研究に携わっていただいた先生方、透析室スタッフ初め病院関係者、患者さん全てに深く感謝致します。
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●編集　村山先生が退職されます。いつも病棟にいるので「影の病棟長」と呼んでいました。急変時によく手伝ってもらいました。残念だし、寂しいです。新しい病院でもご活躍されることを祈念します。ありがとうございました。　　　　Good Luck!　　　　　　副院長　柄澤良
豊栄病院　地域医療連携室　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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